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会 議 録 

 

１ 会議名 

平成３０年度第３回直江津区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

  【協議事項】 

    平成３０年度地域活動支援事業について（公開） 

３ 開催日時 

平成３０年６月５日（火）午後６時００分から午後６時５８分まで 

４ 開催場所 

上越市レインボーセンター 第三会議室 

５ 傍聴人の数 

０人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委 員： 青山恭造（会長）、竹内明美（副会長）、増田和昭（副会長）、 

泉 秀夫、磯田一裕、伊藤 、 川芳夫、河野健一、久保田幸正、

小林克美、田中美佳、田村雅春、中澤武志、町屋隆之、丸山朝安、 

水澤 （欠席１名） 

・事務局： 北部まちづくりセンター：滝澤センター長、小池係長、千田主任 

８ 発言の内容 

【滝澤センター長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

【青山恭造会長】 

 ・挨拶 

 ・会議録の確認：磯田委員、伊藤委員に依頼 

  議題【協議事項】平成３０年度地域活動支援事業について、事務局へ説明を求める。 



 - 2 - 

【小池係長】 

 ・資料№１「平成３０年度 直江津区地域活動支援事業提案書 受付一覧」に基づき説

明 

【青山恭造会長】 

  それでは提案№１から順番に協議していきたいと思う。 

 ・「№１ 直江津駅前環境美化推進事業」、「№２ クリーンナップ上越ｉｎ五智事業」、

「№３ 五智公園の整備、有効活用支援事業」については意見なし 

  次に「№４ 『米作り体験』事業」についてはどうか。 

【町屋委員】 

  質問票の中に「５月の中旬に田植えの実施とありますので、既に告知は終えられてい

ると思いますが、どこにどのように告知をされたのか教えてください」とあるが、これ

に対し「稲刈りと餅つきについては直江津地区の各町内会長へ参加者募集の周知につい

て依頼します」とある。田植えは終了していると思うが、町内会長宛に何か文書は送ら

れたのか。 

【久保田委員】 

  事業採択後だと田植えが間に合わないので口頭で聞いており、案内文書は出していな

いと聞いている。 

【中澤委員】 

  昨年は参加募集の文書は来ており、回覧で回した。 

【田村委員】 

  稲刈りの時は案内文書を出すのではないのか。 

【町屋委員】 

  今まで、新光町３丁目町内会だけの行事ではなく直江津区全体の事業にしてほしいと

お願いしてきた経緯がある。時期的なものもあるが、終わった事業に対しても補助対象

となっている。事業を実施するのであればきちんと周知してほしい。採択されるかどう

かは分からないが、その前に出来ることはあったと思う。事業が周知されていないとい

う事実が、新光町３丁目だけの事業ではなく直江津区全体の事業である、と言っている

ことに相反するのではないか。 

【青山恭造会長】 

  回答をいただいているので、そこを見て判断していただきたい。 
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  次に「№５ 《直江津港から元気発信》事業」についてはどうか。 

【町屋委員】 

  質問票の中に「直江津まちなか水族館プロジェクトが佐渡汽船乗り場に水槽設置をし

なかったのには理由があると考えますが、その点についてどのようにお考えでしょうか」

とあるが、担当課からの所見の中に「『まちなか水族館プロジェクト』と類似しているこ

とから、事業主体である直江津まちづくり活性化協議会と連携することにより設置効果

が高まると考えられます」とある。この関連について、皆さんはどう思うか。 

【磯田委員】 

  担当課の所見は「連携してくれれば効果が高まる」ということであり、提案者からの

回答は、我々が欲しい回答ではないと思う。 

  提案者は、「新水族博物館を核とした地域活性化検討会」で考えている中心市街地は直

江津の中心市街地となっており、港付近は除外されているということを言っている。 

【田村委員】 

  私は何故、水槽に入れる魚が熱帯魚じゃなくてはならないのかと思う。熱帯魚にすれ

ばまちなか回遊に繋がるのか疑問だ。 

【青山恭造会長】 

  水槽の維持管理からの視点で考えると、海水魚のほうが大変であるからではないかと

思う。 

【磯田委員】 

  佐渡汽船乗り場に設置して、それがどのようにまちなか回遊に繋がるのかとか、活性

化に繋がるのかという質問に対しての回答をいただいていないので、それで判断するし

かないのではないか。 

【町屋委員】 

  私が不安に思っていることは設置した後の維持管理である。かなりの経費が掛かるの

ではないか。維持管理について質問させてもらったが「企業の皆様と協力を深め協力を

いただく」と書いてある。計画性が全く見えない。地域活動支援事業の補助金で設置し、

維持管理費は協賛金を募るという部分ではもう少し具体性を示していただきたい。 

【田村委員】 

  当事業については、全て人任せのように思える。汗をかいて行う事業なのかと疑問に

思ってしまう。 
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【中澤委員】 

  小学生に見学をしてもらうということだが、学習効果があるのかが疑問である。 

【青山恭造会長】 

 ・「№６ ビーチスポーツフェスティバルｉｎ直江津事業」、「№７ 船見公園夕日コンサ

ート２０１８事業」、「№８ えちご・くびき野１００ｋｍマラソン直江津おもてなし

プロジェクト２０１８事業」については意見等なし 

  次に「№９ 鉄道の町『直江津』発信事業」についてはどうか。 

【田村委員】 

  ツアーの参加者が２０名となっているが、もっと多くても良いのではないかと思って

いる。 

【町屋委員】 

  当事業はポスター作成から始まっており、ポスターは一人でも多く人に周知されるも

のだと思っている。 

  「鉄道の町直江津」と言っても地域の思いは薄く、市民へもあまり知られていないの

で、いつまでもそこにしがみついていて良いのかという思いと、やるのであればきちん

と拡げてほしいという思いが両方ある。 

  そして、ポスターのように多くの目に触れるものに関しては良いと思うが、配布先が

限定されている冊子を作ることで本来の目的が達成されるのかということに関しては懐

疑的である。ツアーに関しても一人でも多くの人達に知ってもらいたいという部分が抜

けているのではないか。 

【青山恭造会長】 

  ほかに意見等はないので次へ進める。 

  「№１０ 『直江津写真フェア』事業」についてはどうか。 

【町屋委員】 

  「市民が無償で活用することはできるのか」という質問があったが、それは有り得な

いと思った。回答では「直江津の魅力を発信する事が目的であれば活用しても構わない」

といただいている。そうなると個人のブログ等でも活用して良いことになるのではない

か。 

【滝澤センター長】 

  提案者からは「活性化のために活用していただければ良い」という返答はいただいて
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いるが、町屋委員がおっしゃった個人での活用等も含め再度確認させていただく。 

【田村委員】 

  コンテストの賞品についてだが、全体協議の際に何か質問が出ていなかったか。 

【竹内副会長】 

  直江津区の魅力を発信するなら賞品は直江津区内で購入していただきたいという要望

が出ていたと思うが、質問票には記載されていない。 

【滝澤センター長】 

  提案者へ確認し、皆さんへ報告させていただく。 

【青山恭造会長】 

 ・「№１１ 天王川クリーンナップ大作戦＆フォーラム事業」について意見等はなし 

次に「№１２ 直江津水族館ロード（仮称）アート修景整備事業」についてはどうか。 

【町屋委員】 

  サインプレートについて、「アートの補修は必要であるにしても、サインプレートの新

規作成や植栽まで必要なものでしょうか」という質問に対し「地域協議会委員の皆様の

審議でプレートが不必要であるとの判断が出れば施工は取りやめたいと思います」とあ

る。これについて、皆さんはどう思うか。 

  アートの補修についても当事業で設置した壁面なので当補助金で補修するのは分から

なくもないが、２年で駄目になったことに対して作成時に予測できなかったのかとも思

う。そして今回はサインプレートも一緒に申請をしており、どんどんグレードアップし

てきていると思うが、皆さんがそれでも良いと言うなら結果には従う。 

【磯田委員】 

  単年度で終わる事業もあるだろうし、ある事業を発展させ広く市民の方々にＰＲして

続けていく事業もあると思っている。 

【町屋委員】 

  地域協議会の場で協議し、その結果、皆さんが納得して採点できれば良いのではない

か。 

【増田副会長】 

  本日の協議は、皆さんから同意を得るとか提案に対して反対するとかを議論する場で

はない。私はここについて、こういう疑問を感じているということを皆さんから知って

もらう場なのである。例えば特記事項に「プレートはいらないのではないか」と書いた
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委員がいたとすれば、採点が終わった後の協議で特記事項の取扱いについて皆さんと協

議すれば良い。 

【青山恭造会長】 

 ・「№１３ 越佐なおえつ物語事業」について意見等はなし 

  次に「№１４ 寒ブリまつり事業」についてはどうか。 

【町屋委員】 

  ブリの販売代金の収支について以前から何回か質問してきた。今回もさせていただい

たが、きちんと答えていないように思う。せめて原価程度の販売額で売ることは出来な

いのか。儲けなくても良いので赤字の圧縮だけでもしていただきたい。税金を使って安

い販売額で売るということはしてほしくないと思っている。 

【田村委員】 

  地域活動支援事業が始まってから今まで毎年提案していただいているため、かなりの

補助金を使っている。年に一回行っているので、できるなら自立していただきたい。 

【青山恭造会長】 

  ほかに意見等はないので協議事項については終了とする。 

  次に採点票の記入方法等について説明をお願いする。 

【小池係長】 

 ・採点票の記入方法、提出期限等について説明 

【青山恭造会長】 

  次に「その他」について、再度事務局へ説明を求める。 

【小池係長】 

 ・次回協議会：６月１２日（火）午後６時から 

【青山恭造会長】 

 ・会議の閉会を宣言 

９ 問合せ先 

自治・市民環境部 自治・地域振興課 北部まちづくりセンター 

    TEL：025-531-1337 

E-mail：hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 

mailto:hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp

